


中学生の皆さんへ

今回お配りするこのパンフレットには、入学者選抜のしくみや日程などを載せています。

皆さんが、入学者選抜について理解を深めたり、保護者の方や中学校の先生と進路につい

て相談したりするときなどに役立てていただくために作成したものです。

各高校では、学校案内やホームページで学校の特色や魅力そして三つの方針（スクール

・ポリシー）等について説明をしています。また、岡山県教育委員会でも、各高校の三つ

の方針（スクール・ポリシー）を取りまとめ、高校魅力化推進室のホームページに掲載し

ています。

皆さんが、自分にあった学校を選択し、夢と希望を実現するため、各高校の三つの方針

（スクール・ポリシー）や「おかやま県立高校情報ナビ」（県立高等学校ポータルサイト）、

そして、このパンフレット等をぜひ活用してください。
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１ 県立高等学校入学者選抜制度の概要

県立高等学校の入学者選抜制度（全日制課程）

一 般 入 学 者 選 抜
特別入学者選抜

［第Ⅰ期］ 第２次募集

専門学科・総合学科 原則として＊、全校・全科・全 合格者の発表時に、

一部の普通科 コースで実施します。 欠員のある科・コー
実施学校･科等

スのみ実施します。

募集定員に対する募集人員の比 募集定員から、特別入学者選抜 合格者の発表時点で

率の上限は、専門学科・総合学 等の合格内定者数を除いた人数 の欠員の人数です。

科においては50～80%、普通科コ です。
募 集 人 員

ースにおいては50％、一部の普
通科（コース等を除く）では30

％を原則としています。

「学区を持つ普通科」の学区は、岡山、倉敷、美作、西備、備北、 学区は全県です。

学 区 東備の６つです。「学区を持つ普通科」以外の科・コースの学区
は全て全県です。

調査書、学力検査（３教科）・ 調査書、学力検査（５教科）・ 面接・一般入学者選

選抜資料・ 面接・選択実施する検査の結果 面接の結果などを総合的に判断 抜での学力検査の結

選 抜 方 法 などを総合的に判断します。 します。 果、調査書などを総

合的に判断します。

＊倉敷天城高校理数科、津山高校理数科、玉野光南高校体育科及び井原高校地域生活科については、特別
入学者選抜で欠員を生じた場合に、一般入学者選抜を実施します。

令和５年

１

24日（火） 出願の受付（9:00～16:30）
月 25日（水） 出願の受付（9:00～16:30）

26日（木） 出願の受付（9:00～正 午）

８日（水） 学力検査・面接・選択実施する検査
２ ９日（木） 面接・選択実施する検査

17日（金） 選抜結果の通知

月 21日（火） 出願の受付（9:00～16:30）
22日（水） 出願の受付（9:00～16:30）
24日（金） 出願の受付（9:00～正 午）

８日（水） 学力検査
９日（木） 面接・実技

３ 16日（木） 合格者の発表

17日（金） 出願の受付（9:00～16:30）
月 20日（月） 出願の受付（9:00～正 午）

22日（水） 面接
22日（水）以降 合格者の発表

※ 一般入学者選抜［第Ⅰ期］では、追検査を実施します（6、27ページ参照）。
定時制課程の高校では、これらのほか、一般入学者選抜［第Ⅱ期］を実施します（7、27ページ参照）。

令
和
５
年
度
県
立
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等
学
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学
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選
抜
の
日
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２ 特別入学者選抜のしくみ

１ 実施学校・科等

別表１（19～25ページ）に示す学校・科・コース・分野で実施します。

２ 募集人員

募集定員に対する募集人員の比率の上限は、原則として、次の表のとおりです。

普通科（コース等を除く。） 普通科コース 専門学科、総合学科

３０％ ５０％ ５０～８０％

※ 各科・コース・分野の募集人員については別表１を参考にしてください。

※ 学区を持つ普通科における５％出願者の、特別入学者選抜での合格内定者数の上限は、次の

表のとおりです。

３ 出願条件

志願する科・コース・分野に対して、興味・関心があり、能力・適性を有し、志願する動機・理

由が明白、適切な人が出願できます。

合格者として内定した場合は、必ず入学することが条件となっています。

４ 学力検査

令和５年２月８日（水）に志願校で実施します。

５ 面接

志望の目的や適性、中学校での活動状況などを把握します。

実施する形態は志願校によって異なります。

➭別表１参照

６ 選択実施する検査

志願する科・コース・分野に対する志願者一人一人の能力や適性などを多面的に評価するために、

各高校は、口頭試問、小論文、作文、実技から、一つ以上を選択し、科等の教育の特色を踏まえて、

創意工夫した実施形態や内容の検査を実施します。

➭別表１参照

井原・普通科 １ 高梁・普通科 ３ 新見・普通科 ２

邑久・普通科 １ 勝山・普通科(蒜山校地除く) ４ 林野・普通科 ３

和気閑谷・普通科 ２ 矢掛・普通科 １

学力検査の時間割

教 科 開始時刻 終了時刻 時 間

国 語 ９：２０ ～ １０：０５ ４５分

数 学 １０：２５ ～ １１：１０ ４５分

英 語 １１：３０ ～ １２：１５ ４５分

※ 英語は聞き取り検査を行います。
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７ 選抜の方針

調査書、学力検査・面接・選択実施する検査の結果などを資料として、目的意識や適性などを重

視し、科・コース・分野の特色を配慮して総合的に合否を判断します。

重視する実績を示した選抜

募集人員の一部について、学力検査の結果が一定以上にあれば、あらかじめ示した実績を重視

して選抜を行う高校もあります。

➭別表１参照

※ 欠席日数が多い人や既に中学校を卒業した人などは、自分の長所や高校生活への抱負などを

記入した自己申告書を提出することができます。

８ 合格内定になった場合

一般入学者選抜には出願できません。

９ 合格内定にならなかった場合

改めて一般入学者選抜に出願できます。

特別入学者選抜と同じ日程で実施する入学者選抜

１ 海外帰国生徒のための入学者選抜

海外から帰国した生徒の、外国での学習経験を特に配慮して実施する選抜です。原則として、外

国における在住期間が継続して２年以上で、帰国後２年以内の人が出願できます。

実施学校：岡山一宮高校・普通科・理数科、岡山城東高校・普通科、西大寺高校・国際情報科

総社南高校・普通科

２ 連携型中高一貫教育に係る入学者選抜

蒜山中学校と勝山高校蒜山校地で行われている連携型中高一貫教育に基づいて実施する選抜です。

実施学校：勝山高校・普通科（蒜山校地）

➭別表２参照

３ 定時制課程の特別な入学者選抜

20歳以上の志願者を対象として、定時制課程で学ぶことに対する目的意識や意欲を重視する選抜

です。面接と作文を主な選抜資料としており、調査書は用いません。

実施学校：烏城高校・普通科（昼間部、夜間部）
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３ 一般入学者選抜のしくみ

◆全日制課程［第Ⅰ期］

１ 募集人員
募集定員から特別入学者選抜等の合格内定者を除いた人数です。

２ くくり募集
二つ以上の科・コースで一括して募集を行う学校があります。 ➭別表１参照

実施学校：東岡山工業高校 機械科と電子機械科と電気科

岡山東商業高校 ビジネス創造科と情報ビジネス科

倉敷商業高校 商業科と国際経済科と情報処理科

津山商業高校 地域ビジネス科と情報ビジネス科

岡山一宮高校 普通科と理数科

西大寺高校 普通科と国際情報科

倉敷天城高校 普通科と理数科
※

倉敷中央高校 普通科と普通科子どもコースと普通科健康スポーツコース

玉島高校 普通科と理数科

津山高校 普通科と理数科

※ 普通科と理数科、普通科と国際情報科及び普通科と普通科子どもコースと普通科健康スポーツコー

スでは、選抜の時に科・コースの所属を決定します。

※ 倉敷天城高校理数科及び津山高校理数科は、特別入学者選抜で定員全ての募集をしているため、特

別入学者選抜で合格内定者が定員を満たさなかった場合のみ、一般入学者選抜を実施します。

３ 出願の制限
全日制課程の公立高校については、２校以上、同時に出願することはできません。ただし、５ 複

数校志願の場合は、併願ができます。
※ 特別入学者選抜等の合格内定者は出願できません。

４ 第２志望及び第３志望
（１）第２志望

第１志望の科・コースと同一の学科に属する他の科・コースを第２志望とすることができます。次

の科・コースは同一の学科の科とみなします。

○ 普通科、普通科コース
※
、理数科

※
、国際情報科

※
、生活ビジネス科、キャリア探求科

※
令和５年度入学者選抜では、普通科コース、理数科及び国際情報科は、それぞれの学校の普通科とくくり募集をします。

○ 高梁城南高校の電気科、デザイン科、環境科学科

同一学科内に他の科・コースがない場合は、異なる学科の科・コースを第２志望とすることができ

ます。

【第２志望の記入例】

設 ○ 普通科
置 ○
し 高 キャリア探求科【普通科と同一の科】
て 校
い の 園芸科学科【農業に関する学科】
る
科 国際経済科【商業に関する学科】

➭P17,18参照

（２）第３志望

同一学科に属する科・コースが３つ以上ある学校において、第１志望の科・コースと同一の学科に

属する他の科・コースを第２志望とした場合、第１志望及び第２志望の科・コースと同一の学科に属

する他の科・コースを第３志望とすることができます。

令和５年度入学者選抜で第３志望を記入することができるのは、次の学校の科・コースです。

［事例１］
普通科を第１志望にした場合、○○高校には、同一
の学科の科とみなすキャリア探求科があるので、第２志
望にできるのはキャリア探求科だけです。

［事例２］
園芸科学科を第１志望にした場合、○○高校には、
農業に関する学科の科が他にないので、異なる学科
に属する普通科、キャリア探求科、国際経済科のいずれ
かを第２志望にすることができます。
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高松農業高校 農業科学科、園芸科学科、畜産科学科、農業土木科、食品科学科

興 陽 高 校 農業科、農業機械科、造園デザイン科

岡山工業高校 機械科、電気科、情報技術科、化学工学科、土木科、建築科、デザイン科

東岡山工業高校 機電子科、設備システム科、工業化学科

岡山南高校 商業科、国際経済科、情報処理科

倉敷中央高校 普通科、普通科子どもコース、普通科健康スポーツコース

倉敷工業高校 機械科、電子機械科、電気科、工業化学科、テキスタイル工学科

水島工業高校 機械科、電気科、情報技術科、工業化学科、建築科

津山工業高校 機械科、ロボット電気科、工業化学科、土木科、建築科、デザイン科

笠岡工業高校 電子機械科、電気情報科、環境土木科

高梁城南高校 電気科、デザイン科、環境科学科

【第３志望の記入例】

設 △ 機械科 【工業に関する学科】
置 △
し 高 電気科 【工業に関する学科】
て 校
い の 土木科 【工業に関する学科】
る
科 家政科 【家庭に関する学科】

生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科【家庭に関する学科】

➭P17,18参照

５ 複数校志願
次に示す学校の看護科を志望する場合、３校から２校を選択し、第１志願校（複数校志願で第１志

望とする志願校）及び第２志願校（第１志望とする志願校以外の併願校）とすることができます。ま

た、第１志願校の異なる学科の科を第２志望とすることができます。

○ 倉敷中央高校、津山東高校、真庭高校

６ 学力検査
令和５年３月８日(水)に志願校（複数校志願では

第１志願校）で実施します。
※ 学力検査問題の自校作成
岡山朝日高校では、国語、数学、英語の学力検査

は、学校独自で作成した問題で実施します。
（社会と理科は共通問題で実施します。）

７ 面接・実技
令和５年３月９日(木)に志願校（複数校志願では第１志願校）で実施します。
※ 面接・実技の実施の方法については、３月８日(水)に志願校（複数校志願では第１志願校）で指示し

ます。

８ 選抜の方針
調査書、学力検査・面接・実技の結果などを資料として、科・コースの特色を配慮して総合的に合

否を判断します。

学力の判定

「調査書の評定段階」と「学力検査の評定段階」から相関表を作成して判定します。

重視する事項を示した選抜

募集定員の一部について、学力検査の結果が一定以上にあれば、調査書及び面接等の結果を重視

して選抜する学校・科・コースがあります。 ➭別表１参照

学力検査の時間割

教 科 開始時刻 終了時刻 時 間

国 語 ９：２０ ～ １０：０５ ４５分

数 学 １０：２５ ～ １１：１０ ４５分

社 会 １１：３０ ～ １２：１５ ４５分

英 語 １３：０５ ～ １３：５０ ４５分

理 科 １４：１０ ～ １４：５５ ４５分

※ 英語は聞き取り検査を行います。

［事例１］
機械科を第１志望、電気科を第２志望にした場合、
△△高校には、第１志望及び第２志望と同じ、工
業に関する学科の科である土木科があるので、第
３志望にできるのは土木科だけです。

［事例２］
家政科を第１志望、生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科を第２志望にし
た場合、△△高校には、第１志望及び第２志望と
同じ、家庭に関する学科の科が他にないので、第
３志望にできる科はありません。
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※ 合格者の決定については、特別入学者選抜等による合格者を含め、募集定員の90％に当たる人
数を、第１志望の志願者から選抜します。次に、同一学科に属する他の科からの第２志望の志願
者を含め、募集定員に達するまでの人数を選抜します。ただし、普通科と生活ビジネス科及び普
通科とキャリア探求科との間においては、高等学校長が別に定める割合により選抜します。

➭別表１参照

※ くくり募集のうち、選抜時に科・コースの所属を決定する場合は、それぞれの科・コースの選
抜を並行して行い、いずれかの科・コースが募集定員に達するまで第１志望の志願者から選抜し
ます。次に、募集定員に達していない科・コースの選抜を、第２志望の志願者を含めて行います。

※ 欠席日数が多い人や既に中学校を卒業した人などは、自分の長所や高校生活への抱負などを記
入した自己申告書を提出することができます。

９ 合格者の発表
令和５年３月16日(木)に各志願校及び各志願校が指定するWebページで発表します。複数校志願で

看護科に出願した人は、第２志願校の合否についても、各第１志願校で発表します。

◆追検査
１ 対象

一般入学者選抜［第Ⅰ期］当日に、インフルエンザの罹患や新型コロナウイルス感染症の感染等や
むを得ない理由によって欠席した人を対象にして実施します。

２ 学力検査・面接
令和５年３月16日(木)に岡山県教育委員会が

指定した場所で実施します。
※ 学力検査問題の自校作成
岡山朝日高校では、学力検査Ⅰは、学校

独自で作成した問題で実施します。
（学力検査Ⅱは共通問題で実施します。）

３ 選抜の方針
調査書、学力検査・面接の結果などを資料として総合的に合否を判断します。

４ 合格者の発表
令和５年３月16日(木)以降、選抜結果通知書により、中学校を通じて本人に通知します。

５ 再度の受検機会
新型コロナウイルス感染症に起因して、追検査をやむを得ず欠席した場合は、令和５年３月24日

(金)に再度受検機会を設けます。
なお、実施内容等については、県教育委員会が別に定めます。

学力検査の時間割

名 称 開始時刻 終了時刻 時 間

学力検査Ⅰ ９：２０ ～ １０：２０ ６０分

学力検査Ⅱ １０：４０ ～ １１：２０ ４０分

※ 学力検査Ⅰにおいて、国語、数学、英語を実施します。
英語は聞き取り検査を行いません。
学力検査Ⅱにおいて、社会、理科を実施します。
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◆第２次募集

１ 実施学校・科・コース
合格者の発表時に、欠員がある学校・科・コースにおいて実施します。実施する学校・科・コース

は、令和５年３月16日(木)午前９時30分頃に高校魅力化推進室ホームページで、募集人員と併せて公

表します。

高校魅力化推進室ホームページ

(https://www.pref.okayama.jp/ → 教育委員会 → 高校魅力化推進室）

２ 募集人員
合格者の発表時の欠員数とします。

３ 出願資格
原則として、公立高校の一般入学者選抜［第Ⅰ期］を受検した人で、県内の公私立いずれの高校に

も合格していない人です。（「受検した」とは、学力検査、面接及び実技を全て受検したことをいいま

す。）第２次募集を実施する学校・科・コースは、全県学区で募集を行いますので、いずれの学校に

も出願できます。

なお、一般入学者選抜［第Ⅰ期］で志願した同じ学校・科・コース（第２志望及び第３志望を含む。）

には出願できませんが、複数校志願で志願した第２志願校の同じ科には出願することができます。

４ 面接
令和５年３月22日(水)に志願校で実施します。

５ 選抜の方針
面接の結果と、一般入学者選抜［第Ⅰ期］での学力検査の結果、調査書などを資料として、総合的

に合否を判断します。

６ 合格者の発表
令和５年３月22日(水)以降、選抜結果通知書により、中学校を通じて本人に通知します。

◆定時制課程（烏城高校）
烏城高校の一般入学者選抜には、［第Ⅰ期］と［第Ⅱ期］があります。

［第Ⅰ期］
昼間部の志願者を対象に実施します。

全日制課程の［第Ⅰ期］に準じて実施しますが、学力検査は、５教科の中から、志願者が３教科を

選択します。

［第Ⅱ期］
夜間部の志願者を対象に実施します。

出願の受付期間は令和５年３月17日(金)～３月22日(水)（ただし、土曜日、日曜日及び祝日を除

く。）、学力検査と面接は３月23日(木）、合格者の発表は３月28日(火)です。なお、学力検査は、国語、

数学、英語の３教科です。
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４ 全国募集

１ 実施学校・科・募集人員等
特別入学者選抜、一般入学者選抜［第Ⅰ期］で全国募集を行う学校・科は次の表のとおりです。

全国募集の募集人員は科の第１学年募集定員の10％を超えない範囲において、科ごとに設定する

としています。ただし、第１学年募集定員が40人未満の科については、20％を超えない範囲で設定

できるとしています。

特別入学者選抜で全国募集の合格内定者数が、募集人員に満たなかった場合は、一般入学者選抜

［第Ⅰ期］で募集人員に満たない人数を募集します。一般入学者選抜［第Ⅰ期］で募集人員を設定

している科については、特別入学者選抜で募集人員に満たなかった人数を、一般入学者選抜［第Ⅰ

期］で設定している募集人員に上乗せして募集します。

特別入学者選抜 一般入学者選抜
学 校 名 実 施 科 募集人員

募集人員 ［第Ⅰ期］募集人員

電 子 機 械 科 ４ ４ －

笠 岡 工 業高 校 電 気 情 報 科 ４ ４ －

環 境 土 木 科 ４ ４ －

笠岡商業高校 ビジネス情報科 12 12 －

普 通 科 12 ８ ４
井 原 高 校

地 域 生 活 科 ４ ４ －

電 気 科 ２ ２ －

高梁城南高校 デ ザ イ ン 科 ５ ５ －

環 境 科 学 科 ２ ２ －

普 通 科 10 ６ ４

新 見 高 校 生 物 生 産 科 ６ ４ ２

工 業 技 術 科 ７ ５ ２

勝 山 高 校

（ 蒜山校地）
普 通 科 ４ ４ －

真 庭 高 校 看 護 科 ４ ４ －

林 野 高 校 普 通 科 12 10 ２

普 通 科 ８ ８ －
和 気 閑 谷高 校

キャリア探求科 ４ ４ －

２ 出願条件
志願者、保護者が県外に居住していて、志願する科に高い目的意識を持っている場合に、出願で

きます。この他にも条件がありますので、詳細については、必ず志願校に相談してください。
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５ 入学願書 記入上の注意

5%・全国募集

切り取り

該当部分を○で囲む
出願根拠 出願根拠 ※受検番号令和５年 ※

卒業見込 （第１志望） （第２志望）
発 行 者

４条 ５条１項 ４条 ５条１項過 年 度 ９条 ９条
卒 業 ３項 １号 ２号 ４号 ３項 １号 ２号 ４号

(学区内) (5％) (2次) (特出) (全国) (学区内) (5％) (2次) (特出) (全国) ※

受検番号

志 願 者
氏 名

令和 ５ 年 ○ 月 ○ 日

在学又は
○○市(町村)立○○中学校

出身中学校名

岡山県立 ○ ○ ○ ○ 高等学校長 殿

学力検査日程
在学又は出身中学校名

集合時刻 8:50 社会 11:30～12:15
○○市（町村）立○○中学校

国語 9:20～10:05 英語 13:05～13:50
ふ り が な 数学 10:25～11:10 理科 14:10～14:55
志願者署名

１ 学力検査は、令和５年３月８日(水)に
行います。

保護者署名 ２ 受検者は、午前８時50分までに志願校
に集合しなさい。
なお、遅刻しても午前９時40分までで

あれば、受検できます。
わたくしは、貴校に入学したいので、岡山県立中学校、高等学校及び中等教育学校

３ 受検中は、この受検票を常に所持して
の通学区域に関する規則の規定により、次のとおり出願します。 おきなさい。

４ 面接・実技を実施する学校・科・コース
もし事実と相違しているときは、除籍されましても異議を申し立てないことを誓約

の志願者及び自己申告書提出者に対して
します。 は３月９日(木)に面接・実技を行います。

なお、このことについては、３月８日
(水)に志願校で指示します。

記

１ 志願者 現住所 ○ ○

２ 保護者 現住所

志 願 者
氏 名

在学又は
出身中学校名

第１志望の科・コース 科 コース ※
受検番号

第２志望の科・コース 科 コース

岡山県収入証紙
第３志望の科・コース 科 コース 全日制 2,200円

第 ２ 志 願 校 高 等 学 校 看 護 科 消印しない
こと。

入学願書の記載事項は事実であることを認めます。

中学校長

氏名 公印

入 学 願 書

入学選抜手数料

受 検 票

調整区域から、学区が変更する前に学区内出願できて
いた高校に出願する場合「４条３項」を○で囲む。

記入上の注意３を参照

くくり募集の科名は記入上の注意 12を参照

岡山県収入証紙を

貼り付ける。

入学願書と同様に記入する。

受検票と同様に記入する。

入学願書と同様に記入する。

志願者写真

1 縦4㎝、横3㎝
2 正面上半身、無帽
3 令和４年12月1日
以降に撮影のもの

4 白黒、カラーを
問わない。

5 裏面に在学（又は
出身）中学校名
及び氏名を記入し
て貼付する。

裏面全面にのり付けする。

志望先がコースでない

場合は、空欄でよい。

（コースの文字を抹消

しなくてよい。）

備 考

１ ５％出願及び全国募集出願は、左上隅を切り取る。

２ 複数校志願については、この入学願書の記載事項を第２志願校へも適用する。

記入上の注意５を参照

記入上の注意 1 5を参照

第２、第３志望がなければ空欄のままでよい。

第３志望は記入上の注意 14を参照

記入上の注意７を参照

記入上の注意６を参照。保護者が二人いる場合、

どちらか一人の署名でよい。

記入上の注意４を参照

記入上の注意８を参照

学区外出願者（５％出願者）及び全国募集出願者は、この部分を切り取って提出する。
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○ ○

１ 黒又は青インク（ボールペン可）を使用し、楷書ではっきりと記入する。消せるボールペ

ンは使用しない。

１ 検査室へ持って入るもの（ただし、問
２ ※欄には記入しない。

題の内容によっては、使用しないものも
あります。）

３ 「出願根拠」は、岡山県立中学校、高等学校及び中等教育学校の通学区域に関する規則を
受検票、鉛筆（黒色。シャープペンシル

も可）、消しゴム、三角定規１組、コンパス、 指し、通常の学区内出願は「４条３項」、５％出願は「５条１項１号」、第２次募集での出願
定規（ものさしでもよい。）

は「５条１項２号」、特別出願（特出）は「５条１項４号」、全国募集出願は「９条」である。

２ 検査室へ持ち込んでもよいもの 第１志望が理数科、国際情報科、生活ビジネス科、キャリア探求科で第２志望が普通科の

鉛筆けずり、鉛筆入れ、時計、座ぶとん 場合には、第２志望の出願根拠も記入する。

※ ただし、分度器、分度器機能のついた定
４ 日付は、入学願書を作成した日を記入する。

規、分度器機能のついたコンパス、三角ス

ケール、計時機能以外の機能をもつ時計、
携帯電話やスマートフォンなどの通信機器 ５ 志願者署名及び保護者署名は、住民票どおりに、それぞれ本人が本名を記入する。

等、学力検査の公正を欠くおそれのあるも
のの検査室への持ち込みは認めません。 ６ 保護者とは、生徒に対して親権を行う者、親権を行う者のないときは未成年後見人を指す。

３ 受検校によっては、上履きが必要です。
７ 現住所は、生活の本拠として実際に住み、生活している場所を記入する。したがって、

必ずしも住民票の住所と一致するとは限らない。

８ 保護者の現住所が志願者の現住所と同一の場合は、「志願者と同じ」のように記入しても

よい。

９ 保護者が二人いて、一方の保護者の現住所が学区外（学区を持つ普通科に出願する場合）
(注意) 受検票を紛失したり、忘れたりし

又は県外の場合は、出願に先立って規則第５条第１項第４号の規定による学区外出願（特別
たときは、受検校に連絡して受検票

出願）を行う必要がある。ただし、別居の理由が勤務地のためのいわゆる単身赴任の場合に
を再交付してもらってください。

限り、学区外出願（特別出願）を省略することができる。その際、学区内（学区を持つ普通

科に出願する場合）又は県内に居住する保護者の現住所を記入する。

○ ○
10 規則第５条第１項第４号の規定による学区外出願者は、学区外出願許可通知書を添付する。

11 規則第９条の規定による全国募集出願者は、全国募集出願許可通知書を添付する。

12 くくり募集志願者は、次のように科・コース名を記入する。
入学願書受付後、切り離して保管

すること。

13 勝山高等学校普通科（蒜山校地）志願者は、「普通（蒜山校地）」と科名を記入する。

14 第３志望を記入することができるのは、同一学科に属する科・コースが３つ以上ある次の

学校の科・コースにおいて、第１志望及び第２志望を記入した場合に限る。

15 複数校志願者は、第２志願校名を赤インク（ボールペン可）で記入する。

16 誤記入をした場合は、該当部分を二重線で抹消し、訂正する。訂正印の押印は不要である。

東岡山工業高等学校 機械科と電子機械科と電気科は「機電子」
岡山東商業高等学校 ビジネス創造科と情報ビジネス科は「商業」
倉敷商業高等学校 商業科と国際経済科と情報処理科は「商業」
津山商業高等学校 地域ビジネス科と情報ビジネス科は「商業」
岡山一宮高等学校 普通科と理数科
西 大 寺 高 等 学 校 普通科と国際情報科

第１志望及び第２志望の欄に倉敷天城高等学校 普通科と理数科
それぞれ希望する科・コース名倉敷中央高等学校 普通科と普通科子どもコースと
を記入する。(第２志望を希望普通科健康スポーツコース
しない場合は記入しない。）玉 島 高 等 学 校 普通科と理数科

津 山 高 等 学 校 普通科と理数科

高松農業高等学校 農業科学科、園芸科学科、畜産科学科、農業土木科、食品科学科
興 陽 高 等 学 校 農業科、農業機械科、造園デザイン科
岡山工業高等学校 機械科、電気科、情報技術科、化学工学科、土木科、建築科、デザイン科
東岡山工業高等学校 機電子科、設備システム科、工業化学科
岡 山 南 高 等 学 校 商業科、国際経済科、情報処理科
倉敷中央高等学校 普通科、普通科子どもコース、普通科健康スポーツコース
倉敷工業高等学校 機械科、電子機械科、電気科、工業化学科、テキスタイル工学科
水島工業高等学校 機械科、電気科、情報技術科、工業化学科、建築科
津山工業高等学校 機械科、ロボット電気科、工業化学科、土木科、建築科、デザイン科
笠岡工業高等学校 電子機械科、電気情報科、環境土木科
高梁城南高等学校 電気科、デザイン科、環境科学科

学力検査の当日持参する
ものについて

玉野光南高等学校体育科において、一般
入学者選抜を実施する場合に志願者が
実技の当日に持参するものについて

運動に適した服装、屋内用運動靴、
屋外用運動靴

記入上の注意
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(参考)

特別入学者選抜等の入学願書の記入は、一般入学者選抜の入学願書の記入例に準じて記入する。

該当部分を○で囲む

特別入学 令和５年 ※受検番号 特 別 入 学 者 選 抜出 願 根 拠 ○
卒業見込

帰国生徒 海外帰国生徒のための入学者選抜
５条１項過年度 ４条

９条
中高一貫 卒 業 ３項 １号 ４号 連携型中高一貫教育に係る入学者選抜

(学区内) (5％) (特出) (全国)

※

発 行 者

入 学 願 書
※

受検番号

令和 年 月 日

志 願 者
氏 名

岡山県立 高等学校長 殿

在学又は
出身中学校名

特別入学者選抜及び連携型中高一貫教育に
係る入学者選抜受検者

在学又は出身中学校名
８時５０分

集合時刻
（２月８日（水)）

ふ り が な
海外帰国生徒のための入学者選抜受検者

志願者署名
※
集合時刻

保護者署名

わたくしは、貴校に入学したいので、岡山県立中学校、高等学校及び中等教育学校

の通学区域に関する規則の規定により、次のとおり出願します。

もし事実と相違しているときは、除籍されましても異議を申し立てないことを誓約

します。

なお、合格者として内定した場合は、相違なく入学することを確約します。

記

１ 志願者 現住所

２ 保護者 現住所

コース

志願科・コース・分野 科

分 野

該当する区分
を○で囲む。
(特別入学に
出願する例)

該当する区分
に○を記入。
(特別入学に出
願する例)

特 別 出 願学区内出願 ５ ％

志願者写真

1 縦4㎝、横3㎝
2 正面上半身、無帽
3 令和４年12月1日
以降に撮影のもの

4 白黒、カラーを
問わない。

5 裏面に在学（又は
出身）中学校名
及び氏名を記入し
て貼付する。

志望先がコース・分野でない場合

は、空欄でよい。（文字を抹消し

なくてよい。）

コース・分野に出願する場合のみ

不要な字句を抹消する。

受 検 票全 国 募 集
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出 願 に 向 け て

Ｑ：出願のための準備はどのようにしたらよいのですか？

Ａ： 令和５年３月に中学校を卒業する予定の皆さんは、入学出願関係書類を中学校を経由して志願す

る高校に提出することになります。入学願書など、必要な用紙は中学校の先生から受け取ってくだ

さい。出願関係書類ができあがったら、中学校に提出してください。

Ｑ：提出書類の記入について、注意すべきことがありますか？

Ａ： 重要な書類ですから、丁寧で読みやすい字（楷書）で書いてください。また、消せるボールペン

は使用しないでください。

Ｑ：学区を持つ普通科に学区外から出願できますか？

Ａ： 皆さんの所属学区は、保護者の現住所によって決まり、所属学区内の高校に出願することになっ

ています。しかし、特に希望する場合は、学区を持つ普通科に県内の別の学区から出願することが

できます。ただし、学区外からの合格者数は、特別入学者選抜と一般入学者選抜を合わせて、募集

定員の５％以内と決められています。

なお、特別な事情で所属学区内の高校に進学できない場合は、事前に特別出願の手続が必要です

ので、中学校の先生に必ず相談してください。

Ｑ：調整区域からは、どのような高校に出願できますか？

Ａ： 調整区域からは、現在の学区の高校にも、学区が変更になる前（平成10年度以前）に学区内出願

できていた高校にも、学区内出願できます。

例えば、学区変更前に旧倉敷学区だった灘崎町（現岡山市）からは、現在の岡山学区の６校と、

旧倉敷学区の４校に学区内出願できます。

なお、平成30年度入学者選抜から、吉備中央町全域は岡山学区となり、調整区域として高梁高校

へ学区内出願できます。また、令和４年度入学者選抜から、真庭市の一部（旧上房郡北房町の区域

に限る。)からは、調整区域として勝山高校（蒜山校地を除く。）へ学区内出願できます。

現在の学区の高校に 現在の学区の高校に
調 整 区 域 加えて学区内出願で 調 整 区 域 加えて学区内出願で

きる高校 きる高校

吉井町広戸、石上、西勢実及び小鎌 岡 山 朝 日 高 校 岡山市東平島、砂場、西平島、南古都、 瀬 戸 高 校
早島町大字早島の一部、大字矢尾及 岡 山 操 山 高 校 浦間、吉井、一日市、西祖、寺山、浅川、
び大字若宮 岡 山 芳 泉 高 校 矢井、楢原、沼 、中尾、上道北方、

岡 山 一 宮 高 校 城東台西一丁目、城東台西二丁目、
城東台西三丁目、城東台東一丁目、
城東台東二丁目、城東台南一丁目、

岡山市西畦、曽根、中畦、内尾及び 倉 敷 青 陵 高 校 城東台南二丁目、草ケ部及び谷尻
藤田の一部 倉 敷 天 城 高 校
灘崎町 倉 敷 南 高 校 英田町大字上山のうち大芦及び鳥坂 和 気 閑 谷 高 校

倉 敷 古 城 池 高 校 柵原町飯岡、王子、高下及び吉ケ原

新見市豊永赤馬のうち川筋 勝山高校 (蒜山校地
北房町大字阿口 を除く。） 吉備中央町 高 梁 高 校
大佐町大字永富、大字小阪部、大字
小南、大字上刑部、大字布瀬並びに 真庭市の一部 勝山高校 (蒜山校地
大字田治部のうちの勘定、畑及び大下 （旧上房郡北房町の区域に限る。） を除く。）

備考 調整区域の欄に掲げる区域（「吉備中央町」「真庭市の一部（旧上房郡北房町の区域に限る。）」を除く。）は、平成10年

12月22日現在の市町村又は字の名称により表された区域です。

矢掛高校に係る調整区域は上記の表中では省略しています。（矢掛高校は西備学区と倉敷学区から出願できるため。）

６ 入学者選抜に関するＱ＆Ａ
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Ｑ：欠席が多い場合など、その事情を高校に説明できると聞きましたが、どのような方法があるのですか？

Ａ： 出願する際、「自己申告書」を提出し、その事情を説明したり、入学後の抱負などを書くことが

できます。「自己申告書」を提出した人には必ず個人面接が行われます。

Ｑ：受検の際、特別な配慮を申請できるのは、どのような場合ですか？

Ａ： 病気や障害等の事情がある場合及び外国籍生徒等で日本語指導が必要な場合です。特別な配慮を

必要とする場合、受検前に、余裕を持って中学校の先生に相談してください。

なお、これまでに病気や障害等の事情で実施した特別な配慮の内容の一部は次のとおりです。例

示がない事項についても、必要に応じて中学校の先生に相談してください。

① 検査室や座席に関する配慮

・別室での受検（病院等を含む）

・座席位置の変更

② 時間に関する配慮

・検査時間の延長

③ 検査室に持ち込むことができるものに関する配慮

・拡大鏡、車椅子等、補助具の持込使用

・ＦＭマイクの持込使用

④ その他の配慮

・問題用紙、解答用紙の拡大

・問題用紙、解答用紙のルビ振り

・英語の聞き取り検査で、ＣＤプレーヤーのスピーカーから直接音声を聞く

・面接の順番及び実施形態の配慮

・介助が必要と認められる受検生に対して、検査室外での介助を認める

・ＩＣＴ等支援機器の活用

特別入学者選抜

Ｑ：特別入学者選抜では、どのように志願校を決めればよいでしょうか？

Ａ： 特別入学者選抜では、科・コースなどにおける学習内容に興味・関心、能力・適性があり、志願

する動機・理由が明白、適切な人を求めています。各高校は入学から卒業までの教育活動の指針で

ある三つの方針（スクール・ポリシー）を公表していますので、それらをよく理解した上で、第１

志望の学校に出願してください。三つの方針（スクール・ポリシー）は各高校のホームページや高

校魅力化推進室のホームページで確認できます。

志願する科・コースなどに対する皆さんの多様な能力や適性などを多面的に評価して選抜を行い

ます。

特別入学者選抜で合格内定になった場合は、必ずその学校に入学することになります。

※三つの方針（スクール・ポリシー）：各学校における「求める生徒像」「学びの内容・方法」「育

てたい生徒像」を総称したもの。

Ｑ：特別入学者選抜で実施される学力検査は、一般入学者選抜で実施される学力検査とどのように違うの

ですか？

Ａ： 特別入学者選抜の学力検査は、中学校で身に付けた基礎的な学力を中心にみるものです。
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Ｑ：複数校地を有する高校の、学力検査の実施場所はどうなりますか？

Ａ： 複数校地を有する高校について、特別入学者選抜と一般入学者選抜[第Ⅰ期]における学力検査等

の実施場所、合格者の発表場所及び第２次募集の面接の実施場所は次のとおりです。

学 校 名 科 名 場 所 郵便番号 所 在 地 電話番号

井 原 全学科 北校地 715-0019 井原市井原町1802 0866-62-0057

新 見※ 全学科 南校地 718-0011 新見市新見1394 0867-72-2260

普通科 勝山高等学校 717-0013 真庭市勝山481 0867-44-2628
勝 山

普通科 蒜山校地 717-0505 真庭市蒜山上長田4 0867-66-2016
（蒜山校地）

真 庭 全学科 落合校地 719-3144 真庭市落合垂水448-1 0867-52-0056

※ただし、新見高校の第２次募集の面接は、全学科とも北校地（〒718-0011 新見市新見1994

TEL 0867-72-0645)で行う。

Ｑ：学力検査の当日持参するものについて、注意すべきことがありますか？

Ａ： 検査室へ持って入るものは、受検票、鉛筆（黒色。シャープペンシルも可）、消しゴム、三角定

規１組、コンパス、定規（ものさしでもよい。）です。

検査室へ持ち込んでもよいものは、鉛筆けずり、鉛筆入れ、時計、座ぶとんです。

ただし、分度器、分度器機能のついた定規、分度器機能のついたコンパス、三角スケール、計時

機能以外の機能をもつ時計、携帯電話やスマートフォンなどの通信機器等、学力検査の公正を欠く

おそれのあるものの検査室への持ち込みは認めません。

このことは、一般入学者選抜の学力検査でも同様です。

Ｑ：合格内定にならなかった場合、一般入学者選抜でもう一度同じ学校・科・コースに出願できますか？

Ａ： 合格内定にならなかった場合は、一般入学者選抜に出願できます。その際、特別入学者選抜で出

願した学校・科・コースへ再度出願できます。

一般入学者選抜

Ｑ：くくり募集とは何ですか？

Ａ： 二つ以上の科・コースで一括して生徒を募集する方法のことを言います。くくり募集には、入学

する時には所属の科・コースを決めず、高校での学習や進路希望を踏まえて、高校１年生の後半又

は２年生から科・コースを選ぶ方法と、選抜時に所属する科・コースが決まり、高校１年生の初め

から分かれて学習する方法があります。

普通科と理数科、普通科と国際情報科及び普通科と普通科子どもコースと普通科健康スポーツ

コースの間のくくり募集は、選抜時に所属する科・コースが決まる方法で実施します。

Ｑ：第２志望にはどのような科・コースを記入できますか？

Ａ： 入学願書に、志願する高校の、第１志望の科・コースと同じ学科に属する他の科・コースを第２

志望として記入できます。

また、同じ学科内に他の科・コースがない場合は、異なる学科の科を記入することができます。

（同じ学科内に他の科・コースがある場合は、異なる学科の科を記入することはできません。）

希望する科・コースがない場合は、第２志望を記入する必要はありません。

普通科と理数科、普通科と国際情報科及び普通科と普通科子どもコースと普通科健康スポーツ

コースのくくり募集では、第１志望と第２志望の欄にそれぞれ希望する順に科・コース名を記入し

ます。（第２志望を希望しない場合は記入する必要はありません。）
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Ｑ：第２志望の合否はどのようにして決まりますか？

Ａ： 選抜では、まず、募集定員の90％の人員について、第１志望の志願者から合格者を決めます。次

に、同じ学科内の他の科からの第２志望の志願者を加えて合格者を決めます。ただし、普通科と生

活ビジネス科及び普通科とキャリア探求科の間では、まず、募集定員の80％の人員について第１志

望の志願者から合格者を決め、次に、第２志望の志願者を加えて合格者を決めます。

➭別表１参照

異なる学科の科を第２志望とした場合は、その科の受検者が募集定員に満たないときに、選抜の

対象になります。

普通科と理数科、普通科と国際情報科及び普通科と普通科子どもコースと普通科健康スポーツ

コースのくくり募集では、それぞれの科・コースの選抜を並行して行い、いずれかの科・コースが

募集定員に達するまで第１志望の志願者から選抜します。次に、募集定員に達していない科・コース

の選抜を、第２志望の志願者を含めて行います。

Ｑ：３つ以上の科・コースがある学校ならば、第３志望を記入することができますか？

Ａ： 入学願書裏面の、記入上の注意 14に記載されている学校の科・コースのみ、第３志望まで記入す

ることができます。

５ページの△△高校（機械科、電気科、土木科、家政科、生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科）の場合、願書に記入で

きる例（○）と記入できない例（×）は次のとおりです。

○（第１志望）機械科－（第２志望）電気科－（第３志望）土木科

→工業に関する学科に属する科は３つあるので、第３志望まで記入できます。

○（第１志望）家政科－（第２志望）生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科－（第３志望）［空欄］

→家庭に関する学科に属する科は２つしかないので、第３志望は空欄です。

○（第１志望）機械科－（第２志望）電気科－（第３志望）［空欄］

→土木科を希望しない場合、第３志望を記入する必要はありません。

×（第１志望）機械科－（第２志望）電気科－（第３志望）電気科

→同じ科を複数の志望に記入することはできません。

×（第１志望）機械科－（第２志望）[空欄]－（第３志望）電気科

→第２志望を空欄にして第３志望を記入することはできません。

×（第１志望）家政科－（第２志望）生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科－（第３志望）機械科

→第１志望及び第２志望と異なる学科の科を第３志望に記入することはできません。

Ｑ：第３志望での選抜が実施されるのは、どのような場合ですか？

Ａ： 第３志望で記入した科・コースが、第２志望までの選抜で募集定員を満たしていない場合です。

Ｑ：複数校志願とは何ですか？

Ａ： 倉敷中央高校、津山東高校、真庭高校のいずれかの看護科を第１志望とした場合、それ以外の学

校の看護科を第２志願校（第１志望とする志願校以外の併願校）として志願できる制度です。

また、第１志望と同じ学校の異なる学科の科を第２志望とすることができます。

Ｑ：複数校志願で看護科に出願する場合、願書の記入はどうなりますか？

Ａ： 複数校志願で看護科を第１志望とした場合の出願のしかたは、次のとおりです。

① 複数校志願の実施学校・科のいずれかを第１志望、同じ学校の異なる学科の科を第２志望とし、

他の学校の看護科を第２志願校とする場合

（第１志望）Ａ高校 看護科－（第２志望）Ａ高校 異なる学科の科－（第２志願校）Ｂ高校 看護科

② 複数校志願の実施学校・科のいずれかを第１志望とし、他の学校の看護科を第２志願校とする場合

（第１志望）Ａ高校 看護科－（第２志望）［空 欄］ －（第２志願校）Ｂ高校 看護科

なお、第１志望をＡ高校の看護科以外の科、第２志望をＡ高校看護科とした場合は、第２志願校

を記入することはできません。
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Ｑ：複数校志願で看護科に出願した場合、第２志願校の合否はどのように決まりますか？

Ａ： 第２志願校での選抜が実施されるのは、複数校志願を実施する学校の科のうち、第１志望の志願

者及び第２志望の志願者から合格者を決めてもなお、欠員を生じている場合です。

また、複数校志願者で第２志願校の選抜の対象となるのは、第１志望、第２志望のいずれの科に

も選抜されなかった場合であり、選抜の優先順位は、第１志望―（第２志望）―第２志願校となり

ます。

なお、第２志願校の合格者の発表も、第１志願校で行います。

追 検 査

Ｑ：追検査を受検できるのは、どのような場合ですか？

Ａ： 一般入学者選抜［第Ⅰ期］当日に別室での受検など特別な配慮によっても対応できず、やむを得

ず欠席した場合です。ただし、新型コロナウイルス感染症に起因して、受検ができなくなった場合

を除いて、学力検査、面接及び実技の一部でも受検した人は対象となりません。申請には手続が必

要ですので、受検を希望する場合は、中学校の先生に必ず相談してください。追検査の受検が認め

られる理由としては次の場合があります。

① インフルエンザ、百日咳、麻しん、流行性耳下腺炎、風しん、水痘、咽頭結膜熱、結核、髄

膜炎菌性髄膜炎、新型コロナウイルス感染症等、学校保健安全法施行規則第18条において、学

校において予防すべき感染症に指定されている疾病（ただし、同じ規則第18条第３号にある「そ

の他の感染症」は除く。）にかかった場合

② 不慮の事故、急な入院、感染症予防のための待機期間等やむを得ない場合

Ｑ：追検査の申請にともなって、改めて入学願書を提出する必要はありますか？

Ａ： ありません。追検査当日は、一般入学者選抜［第Ⅰ期］の受検票と追検査受検許可通知書（志願

者用）を持参してください。改めて、入学選抜手数料を納付する必要はありません。

Ｑ：追検査と第２次募集は併願できますか？

Ａ： できません。追検査の申請対象となるのは、一般入学者選抜［第Ⅰ期］当日に別室での受検など

特別な配慮によっても対応できず、やむを得ず欠席した場合です。一方、第２次募集に出願できる

のは、公立高校の一般入学者選抜［第Ⅰ期］を受検した人で、県内の公私立いずれの高校にも合格

していない人です。これらの二つの条件を同時に満たすことはありません。

Ｑ：追検査の合否は、いつ、どのようにしてわかりますか？

Ａ： 令和５年３月16日以降、選抜結果を中学校を通じて本人に通知します。

Ｑ：再度の受検機会の対象となるのは、どのような場合ですか？

Ａ： 追検査の受検を許可された志願者が、新型コロナウイルス感染症に起因して、追検査をやむを得

ず欠席した場合のみです。
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全 日 制 課 程

普 通 科

国語、数学などの普通教科を中心に学習します。

多くの科目から学習したい科目を選択できたり、専

、 。門的な科目を学習できるなど 様々な学校があります

また、コースを設置している学校や単位制の学校もあ

ります。

学区を持つ普通科
※ ※

岡山学区 岡山朝日 岡山操山 岡山芳泉
※

岡山一宮 西 大 寺 玉 野
※ ※

倉敷学区 倉敷青陵 倉敷天城 倉 敷 南
※ ※

倉敷古城池 玉 島 総 社

矢 掛
※ ※ ※

美作学区 津 山 勝 山 林 野

西備学区 笠 岡 井 原 矢 掛
※ ※

※ ※
備北学区 高 梁 新 見

※ ※ ※
東備学区 瀬 戸 邑 久 和気閑谷

○ 矢掛は西備学区と倉敷学区から出願できます。

○ 勝山は蒜山校地を含みません。

（学区については、29ページにも資料があります ）。

全県を学区とする普通科
※ ※

岡山城東 倉敷中央 倉敷鷲羽 津 山 東
※

※ ※
玉野光南 総 社 南 勝山(蒜山校地)

※

全県を学区とする普通科に設置されているコース

子どもコース・健康スポーツコース倉敷中央

専 門 学 科
理数に関する学科

、 、理科 数学に関する特に優れた能力・適性を伸ばし

実験・演習を通して学習を深めます。

理数科 理数科岡山一宮 玉 島
※ ※

倉敷天城 津 山理数科 理数科

国際に関する学科

英語力や情報処理の知識・技術を身に付け、国際感

覚を深めることをねらいとしています。

国際情報科西 大 寺

体育に関する学科

体育・スポーツについての専門的な実技、理論など

を学習することによって、その能力を最大限に伸ばし

ます。また、体育・スポーツの振興・発展に寄与する

資質や能力を育てます。

※
玉野光南 体育科

普通系専門学科

生活ビジネス科では、自らのライフデザインを考察

するとともに、主体性やコミュニケーション力を養い

ます。普通科目に加え、商業又は家庭に関する専門科

目を選択して学習します。

キャリア探求科では、主体的・意欲的な学習を通し

て職業に関する知識を身に付け、自分の意志で進路を

選択する力を養います。普通科目やビジネス、福祉等

に関する専門科目から選択して学習します。

※ ※
邑 久 和気閑谷生活ビジネス科 キャリア探求科

農業に関する学科

新時代の食・農・自然環境などを担う後継者を育て

ます。植物や動物の栽培・飼育を通して、自然のしく

みを学習し、自然の大切さを学びます。情報化に対応

コンピュータ、バイオテクノロジーなど新技術をした

学びながら、これからの農業について考えます。

農業科学科 生物生産科高松農業 瀬 戸 南

園芸科学科 園芸科学科
※

畜産科学科 生物生産科新 見

農業土木科 食農生産科真 庭

食品科学科
農業科興 陽

農業機械科

造園デザイン科

工業に関する学科

産業社会の技術革新に対応したエンジニアを育成し

ます。機械、電子機械、電気、情報、建築、土木、化

学、デザインなどに関する科があり 「ものづくり」を、

通して、工業の専門的な知識・技術を学習します。

機械科 機械科岡山工業 水島工業

電気科 電気科

情報技術科 情報技術科

化学工学科 工業化学科

土木科 建築科

建築科 機械科津山工業

デザイン科 ロボット電気科

機械科 工業化学科東 岡 山

電子機械科 土木科工 業

電気科 建築科

設備システム科 デザイン科

工業化学科 電子機械科笠岡工業

機械科 電気情報科倉敷工業

電子機械科 環境土木科

電気科電気科 高梁城南

工業化学科 デザイン科
※

テキスタイル工学科 新 見 工業技術科

機械科玉野市立玉野商工

専門学科
普通科

理数 国際 体育 普通系 農業 工業 商業 家庭 看護 情報 福祉 環境科学
総合学科

地域生活

７ 学校・学科の紹介

高校の学科には、普通科、専門学科、総合学科の３種類があり、専門学科にはさらに次のような
専門分野の内容を重点的に学ぶ様々な科があります。
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商業に関する学科

日々変化する経済社会でたくましく生きる人材を育

成します。販売・サービスに必要なマナー、ビジネス

の諸活動にかかわる会計等の分析と活用方法、コンピ

ュータの専門的な知識・技術、外国語による実践的な

会話を学習します。

商業科 ビジネス情報科西 大 寺 玉島商業

ビジネス創造科 地域ビジネス科岡 山 東 津山商業

情報ビジネス科 情報ビジネス科商 業

商業科 ビジネス情報科岡 山 南 笠岡商業

国際経済科 経営ビジネス科真 庭

情報処理科 地域ビジネス科矢 掛
※

倉敷鷲羽 ビジネス科

商業科倉敷商業

国際経済科

情報処理科

ビジネス情報科玉野市立玉野商工

家庭に関する学科

健全な生活の創造を目指し、衣食住、保育、家庭看

護や介護に関する知識や技術を学びます。また、これ

らに関連した生活にかかわる産業のスペシャリストの

育成を目指します。

家政科 家政科興 陽 倉敷中央

被服デザイン科 食物調理科津 山 東

生活デザイン科 家政科瀬 戸 南 総 社
※

岡 山 南 高 梁生活創造科 家政科

服飾デザイン科

看護に関する学科

人の命と健康にかかわる看護について学び、資格取

得を目指します。病院での看護実習を通して、看護の

心を育て、最新の医療技術を学びます。高校と専攻科

をあわせた５年一貫教育が行われます。

看護科 看護科倉敷中央 真 庭

看護科津 山 東

情報に関する学科

コンピュータシステムの設計・管理・運用にかかわ

る分野やマルチメディアにかかわる分野を中心に、情

報に関する知識と技術を学習します。
※

玉野光南 情報科

福祉に関する学科

社会福祉に関する専門科目を学習し、福祉への理解

を深めるとともに、施設実践などを通して福祉の専門

的・実践的な知識や技術を学びます。

福祉科倉敷中央

環境科学に関する学科

環境科学科では、自然環境や人間生活に関する実践

的、体験的な学習を通して、環境の保全と創造に関す

る幅広い知識を身に付けます。

環境科学科高梁城南

地域生活に関する学科（コース）

、 、地域生活科では 園芸や家庭に関する学びを通して

地域資源を生かした実践的な学習を行い、将来、地域

社会の持続的な発展に貢献できる力を身に付けます。

(ｸﾞﾘｰﾝﾗｲﾌｺｰｽ・ﾋｭｰﾏﾝﾗｲﾌｺｰｽ)井 原 地域生活科
※

総 合 学 科

、将来の在り方生き方について考える機会が多くあり

自分の適性や社会への理解を深めてから、学習希望や

進路希望に応じて、学びたい科目を選択して学習しま

す。普通科目及び専門科目が数多く開設されていて、

進学を希望する人は普通科目を中心に、また就職を希

望する人は専門科目を中心に学ぶことができるなど、

様々な進路希望に対応できる単位制の学科です。

※ ※
岡山御津 備前緑陽ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ科 総合学科

※ ※
鴨 方 勝 間 田総合学科 総合学科

※
岡山市立岡山後楽館 総合学科

各高校の系列

特別進学、地域協働岡山御津

人文社会、自然科学、健康福祉、備前緑陽

情報・ビジネス、

工業技術（機械、 電気、化学）

普通総合、デザイン・イラスト、鴨 方

介護・食物・保育、ビジネス

森林、園芸、食品、自動車、ビジネス勝 間 田

、 、岡山市立岡山後楽館 人文・理数 情報・ビジネス

、 、建築・デザイン 生活・福祉

国際・文化

定 時 制 課 程

定時制課程を置く高校には、夜間の特定の時間帯に

授業を行う学校、昼間の特定の時間帯に授業を行う学

校、両者を合わせて置く学校があります。また、３年

で卒業することも可能な学校があります。
※

烏 城 普通科

普通科・商業科倉 敷 市 立 精 思

機械科・電気科倉 敷 市 立 工 業
※

倉敷市立倉敷翔南 総合学科
※

倉敷市立真備陵南 普通科
※

玉野市立玉野備南 普通科

普通科井 原 市 立

普通科高 梁 市 立 松 山

普通科高 梁 市 立 宇 治

普通科備 前 市 立 片 上

通 信 制 課 程

学習方法は、自宅などで作成したレポートの添削指

導が中心ですが、原則として日曜日に行われるスクー

リング（面接指導）で、各教科・科目の先生から直接

指導も受けます。３年で卒業することも可能です。学

期の区分（前期・後期）に応じた年２回の入学者選抜

を実施しています。
※

岡山操山 普通科

◇学校・学科に付している※は単位制を表します。
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